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1 ．緒言

　前報で
1）、SPCC 鋼とA5052 アルミニ ウ ム合金を接合するために レーザ ロール圧接の条件につ い て

検討 した。本研究 では、こ の プロ セ ス を用い て 接合条件の制御に よ り得 られた継手 の 継手せ ん断強

度 につ いて検討 した 。また、こ の 継手せ ん断強度と界面層に生成する脆性な金属問化合物と延 性の

あ る 金属 間化合物の 量 と の 関係に つ い て検討 し た。

2．実験方法

　供試材は板厚0．5mm の SPCC 鋼と板厚 1rrrrn　の A5052 アル ミニ ウム合金 で ある e 実験方法は第 1

報に 示 した通 りである 。 レ
ーザ ロ

ー
ル圧 接条件は、圧力 150MPa 、溶接速度 1．2〜2．Om ／min 、出力

1．5kW と した 。 ア ル ミニ ウム 樋 ね代は3r  とした。

　溶接速度、レ
ーザ出力を変化させ て接合を行 い 、SPCC 鋼 とA5052 合金 を レ

ーザロ
ー一

ル圧接 させ

た。得られた継手か ら溶接方向に 垂 直 に 幅 8mm の せん断試験片 を作成 した。せん断試験は万 能引張

試験機を使用 して 行 っ た。最大荷重か らせん 断強度を計算した。こ の ロ
ー

ル 圧接部を顕微鏡組織観

察 し た。また、EPMA 分析を行 い 、界面 に 生成 した金属間化合物 を同定 し、そ の 厚 さ を測定し た 。

3 ．実験 結 果お よび考 察

　 レーザ ロ
ー

ル圧接に よ る継手の 外観写真を Fig．1に 示す 。 継手 は 試験片の終端部に お い て接合がな

され て い たが、始端部 にお い て は熱的な残留応力に よ り曲げ応力が発生 しは く離がみ られた 。 典型

的な 界面層の組織写真をFig．2に 示す a 界面層に は 均
一・
な金属間化合物層が形成されて い る 。

　 EPM −X

分析 の結果か ら ア ル ミニ ウ ム や延性の あ る金属問化合物FeAl及び FeAl2 に混 じり、脆性な金属 問化

合物・Fe2Als及び FeA13が存在する こ と がわか っ た・

　 生成 した金属間化合物の 厚み の 割合と溶接速度 との 関係 をFig．3に 示す。溶接速度が増加する と延

性の ある金属間化合物（FeALFeA12 ）の 厚 み の 割合が脆 性な金属問化合物 に比 べ て 増加 して い る．溶

接速度 と継手 せ ん断強度 の 関係 をFig ．4 に 示す。溶接 速度 が 1．2〜2nlm ／lnin の 間 で は接 合が可能 で

あ っ た。

Fig．l　Bcad　apPearancc 　oflascr 　rellbonded 　specimen ，

　　 （Pりwcr 　L5kW ，　Specd　L2m ！min ．　Roll　prcssurc
　　 15  MPa ）

Fig2　Microstructure　at　the　interface　oflaser 　roH

　　 bonded　specimen ．（Power 　t．5kW ，　Speed

　　 L6m ！min ，　Rotl　pressure　l50　MPa ）
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レーザロ
ー

ル圧接で得 られた継手 の せ ん断強度は22，9か ら55，9MPa であっ た 。 こ れはA5052 合金 母

材 の せ ん 断強度の 約23 〜 57％ に相当する。溶接速度 1．8〜2．Om ／min の ときは入 熱が不足 したため

不完全な接合で あ っ た。最大 の せ ん 断強度は界面層 の 厚 さが5μ m の 時に得 られた。こ の とき の レ

ーザ ロ
ー

ル圧接の 条件 は レ
ーザ出 力 1．5kW 、溶接速度 1．6mm ／min 、ロ

ール 圧 力 150MPa で あ っ

た。

4 ．結論

　レ
ー

ザ ロ
ー

ル圧 接を用 い て SPCC 鋼 とA5052 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 を接合する こ とが で きた。接合条

件によ り、得られた継于 の せん断強度は 22．9か ら55．9MPa とな っ た。延性の ある金属間化合物の 生

成量が多 くなる と継手の せん断強度が改善され る こ と がわか っ た。

参考文献 ： 1）沓名、ラ トゥ ド　溶接学会全国大会講演概要 、第68 集（2001）p ．258−259
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Fig．3　Distributien　of 　intemmetallic　compQunds 　｛n 　the　interfaoe

　　 layer（Power 　15kW ，　Roiゆressure 　l　50MPa ）
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Fig．4　Effect　ef 　table 　speed 　en 　shear 　strcngth 　ef 　lascr　roll　bonded 　specimen
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